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2012年4月，経営情報学部（1997年開設）が15年を経て改組され，情報社会学部が誕生した．そ

の時に入学した諸君は〝情報社会学部・情報社会学科の第１期生〟であり，草薙ゼミとしては通

算〝第16期生〟ということになる． 

「データマップ；デジタル地図を通して世界を見てみよう」という看板に集まってくれた諸君

に対しては，２年半という時間をかけて“厳しく鍛えてあげよう”という姿勢で接してきたつも

りである．総勢19名の諸君とは，多くのグループ課題や３年生冬の京都・天橋立合宿などを通じ

て，あるいは就職活動期における個別面談等を通じて，確かな信頼関係を築くことができたと信

じている．そして，卒論提出が目前になってからは（そして締切日を過ぎてからも･･･），毎回の

ように夜遅くまでゼミ室に残り，熱気と緊張感に包まれた時間・空間を諸君と共有してきたこと

も，今となっては良き想い出のひとコマである． 

◇◇◇◇◇ 

さて，卒業論文の総評である．ここに並んだテーマだけを見れば，〝データマップに関する研

究〟の名に恥じない素晴らしいものばかりであり，過去の論文集と比べても遜色のない論文集が

出来上がったといえるだろう．しかしながらその実態は，原稿の提出がどんどん遅れる一方で，

やり直しの指示は増えるばかりで，これほど苦労させられた学年はなかったと言わざるを得ない

（このことは昨年も述べた，つまり年々苦労が増している・・・）．それでも，「ＯＫ」の２文字

をもらってからメールでファイルを提出し，大量の印刷物を積み重ねていく時には，心の底から

やり遂げた喜びが沸き起こってきたことだろう． 

共通テーマ「データマップ」という縛りはあったが，各人が自ら興味を持つテーマを選んだこ

とで，辛い作業に耐えて，なんとか完成までこぎつけたのではないだろうか．諸君の独創的な発

想に出会い，一緒に考える機会を得たことは，私にとっても良い勉強になったと感謝している． 

毎年，完成した後だからこそ言うことであるが，私が卒業論文の意義としてもっとも重要だと

考えているのは，卒業研究のテーマや論文の出来栄えではない．自分が選んだ１つのテーマに対

してこれほど真剣に取り組んで考え，苦労しながらも論文という形にまとめあげてきたプロセス

が，間違いなく諸君を大きく成長させたであろうという点である．したがって，一生懸命に取り

組んだという姿勢がひしひしと伝わってくる限り，その論文は何ものにも替え難い貴重な宝物で

あると言ってあげたい．個々の論文の評価は，その価値を最もよく知っているはずの自分自身，

そしてこの本を手にした読者の方々に委ねたいと思う． 

大学生活４年間の集大成として卒業研究という大仕事をやり遂げた経験は，必ずや，これから

社会人として人生に立ち向かっていく中で自信につながるだろう．そして10年後あるいは20年後

にこの本を開いた時，懐かしく良き想い出として，諸君の心に鮮やかによみがえるに違いない． 

今後は同じ社会人として対等に，あるいは時を経て私を導いてくれるようなつきあいをしてい

けるならば，教師としてこれにまさる幸せはない．諸君の，今後の人生における健闘を期待する．
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K126009 桜井 翼 電機メーカーの国内工場の分布と雇用関係 

K126033 東浦 孝平 和歌山における救急医療に関する考察 

K126036 藤本 大河 大学周辺における美容室と理容室の店舗立地 

K126055 内本 康子 音楽イベントの観点からみるドーム球場の立地 

K126105 小野 剛志 プロ野球公式戦が開催される地方球場に関する考察 

K126107 木村 一絵 都道府県別にみる果物の生産と消費 

K126114 周防 大輔 京都市における外国人観光の実態 

K126116 大勝 喬史 震災時における情報通信に関する考察 

K126142 丸山 靖代 女性向けカジュアルテイストブランドの店舗分布 

K126165 喜田 健一郎 JRA競馬場の立地と周辺環境 

K126176 園部 裕正 わが国における発電所の立地分析 

K126203 岡本 竣平 都道府県別にみる剣道の強さに関する考察 

K126205 尾畑 卓郎 大阪を基点としたときの交通至難地域に関する研究 

K126248 安藤 勇樹 ご当地アイドルによる地域活性化に関する考察 

K126275 永野 邑騎 全国市区町村から主相官邸までの所要時間 

K126283 本田 友美 大阪府南部における JR阪和線沿線と南海本線沿線の発展比較 

K126288 宮崎 佑理 水泳施設の立地と水泳競技の強さに関する考察 

K126289 村上 琴葉 日本 100名城の立地に関する考察 

K126294 依田 美咲 奈良県における洋菓子店と和菓子店の立地 

   

 




